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はじめ に

うて いま す ．

連 続 立 膝 交 差 事業 は､ 鋏・ を 直 続 吟 に 高 架 化ま た は岫 下ｔ する こと に より 、

● ● 口 に 皿 圃 する 哭 通 漫 漫 や 事皿 の鯛 滴

● 敗 軍 に よっ て 分 断 さ れｔ い た 市 勢 岫 の 一体 化

● 聊 周 辺 の 中 心 市 恥 堵ａ ・ 生

● 差 遣 施 皿 の 取 良 によ る 利 ● 性 や 安 重 皿 の向 上

が 可 皿に な る など ．
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２ 事 零の 賢 用 負 授と 事業 の 進 め方 など

事皿の鮒x と費用皿蜘
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４ ａａ 立 体交 差 事 業の 推 逢に 貪 する 間 遠 餉 度

画暗算 僥責奎 のil用

ような 立 甘 融 資 制 度が・･ ほ す。

● 圭四 覧 小t 薯 の 用 地 ●ｕ 皿 岡 へ の 軸 耳 制 貫

盲 唖? きま ず

「

－

ゝ m -

十. り･j卜j･･.i 八 い･･レ ー･･,k1;=li･j

- -



１ 趾切 によ る 交 通 遮断 の 解湧

一一一一一●-●一 一

-
一 一 －

-. －

-
ａ ａａａ ａａ ａａ ａａ ａａ

－一 一　 一一一　　 －ａ ａａａ ａａ･

４ｓ 尚ｓ 尚母 尚母･

尚尚４ ４４ 尚

1１
４
４
４
４

難

一
昨

９
一
＆｡7 いlt 。

●●鰐
㎜1=

一一 …
ｒ ＿._　　　　　　　　　 ‥ ‘ ●

・ 懲 ｌ

●・ ・

------ ふ ぶ 心-　　　---

--------- ㎜ 摺
- 一 一 一 一

心- ふｰ--･-----
-----------g- ・jl
一 一 一 一 一 一 一

・　　　　 ■¶- ㎜ ■I■･■I■¶I ■㎜a･ ■al ■　 ・　 －
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蜀 の自 か 堂わ り ます
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活力のある都市への再生に向けて
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連続立体交差事桑の実績
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